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昭和58年度国庫補助事業による緊急発掘調査は、それぞれ岡山南遺跡・中野

遺跡の範囲内に属する地点の調査であった。

国鉄忍ケ丘駅の東南部一帯の遺跡を岡山南遺跡とよんでいるが、今回の調査

はこの遺跡の東端に位置する地点で、調査結果は古墳時代後期の大海ならびに

中世(室町期)の掘立柱の建物跡の一部を検出することができた O

また、中野遺跡は、かつて国道163号線沿線の四候畷市水道局の南側道路に、

大阪ガスが天然ガス管理設工事に伴って調査を行った際、命名された遺跡で、

この遺跡からは、古墳時代の集落跡とともに多量の製塩土器があり、注目され

た遺跡であった。今回の調査は、前回の調査地点より約20米南にあたる地点の

調査で、調査の結果、この地点からは遺構の検出はなかったが、古墳時代後期

ならびに中世(室町期)の遺物が検出された。

今回の 2遺跡の調査は、今までの調査結果の上にさらに当地域の状況を明ら

かにする土で大きな収穫のあった調査となった。

調査にあたっては、府教委をはじめ関係各位のご指導をいただき、地元にわ

いては、松井 茂・南畑芳雄・高木正太郎・中国勝三の各氏にわしみないご協

力をいただいた。こ、に深甚なる謝意を表する次第である。

四fr条畷市教育委員会

教育長楼井敬夫
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1.本書は、四候蝦市教育委員会が、昭和58年度国庫補助金事業(総額2，000，000

の交付を受けて担当実施した四候附円、補助率 国庫50%、府費25%)

市向山所在岡山南遺跡と、中里子所在中野遺跡の発掘調査事業の概要報告書

である O

2.調査は、昭和58年6月15日に着予し昭和四年3月31日まで調査及び整理作

業を行った。

む:を担当者とし、3.発掘調査は、四候畷市教育委員会社会教育課枚印li.野島

淳、石憲治、石川清文、東英、林暢、 )11本補助員として、前田

田川貴司、遠山育洋、東村博生、福西啓包原宏二、陰旧範男、近藤克祥、

があたった。

出土遺物の整理・実測などについては、野島、前回、川本、林、川本二

節子、中川iひさえ、南野干甲子、西尾牧智子、秋山敬子、上野和歌子、泉

子、岡田桂子、白石由香があたった。

f防が行った。稔、前i汀4圃本書の執筆は、野島

5 発掘調査の進行・報告書作成などについては、同志社大学・瀬川芳則、大

徹・堀江門也、高槻市教育委員会・橋本久和、東阪府教育委員会・井藤

大阪市教育委員会・勝目邦夫、寝尾)11市教育委員会・塩LlI則之、(財)枚方

オレゴン大学・市文化貯研究調査会・宇治田和生・三宅俊隆・桑原武志、

修、(財)元興寺文化財研究所・西山要¥畷古文化研究保存会の諸片岡

機関、諸氏から種々のご教示をうけた。又、 j青滝共同墓地から出土した土

器・鉄器を寄贈していただいた南湖芳雄氏には明記して厚く感謝の意を表

したいO

茂、高木正太郎、中田勝6.発掘調査の進行については、土地所有者・松井

三各氏には終始懇切なご協力をうけることができた。又調査作業について

は、森建設株式会社、中田工務!缶、奥野重機の全面的な協力を得た。
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岡山南遺跡(第7次調査)

1.調査に至る経過

岡山南遺跡は、忍ケ丘駅東約100m の府道枚方・富田林・泉佐野線を中心とするが~400m

の範囲を周知の遺跡として大阪府文化財分布地図に示されている。この地域は、忍ケ岡丘

陵と呼ばれる東西に舌状に張り出す丘陵であるため南北方向の範囲はほぼ正確に把握でき

ているが東西については東側は既成集落が建ち並ぶ地域であることから明らかでなかった。

まず最初に過去の6次にわたる調査成果を簡単に報告しておきたい。

昭和50年に府道新設バイパス工事現場をパトロール中にA地点から古墳時代中期の土器片

を採集したことによって発見された遺跡であり、文化財保護法に基づきすみやかに関係諸

機関に連絡を行い、再三の協議の結果、同年10月から11月にかけて遺跡の範囲及び遺構の

保存状態を正確に把握するために大阪府枚方土木事務所から依頼を受けて第1次発掘調査

を実施した。その結果、府道建設予定地の全域の市道蔀屋清滝線と市道忍ケ丘駅前線の間

約400mの範囲に古墳時代から江戸時代に至る複合遺跡であることが確認された。

この第1次発掘調査に基づき道路予定地内の全面発掘調査に切り梓えて翌年3月から 4

月にかけて第2次発掘調査としてB地点の調査を行った。

第2次発掘調査で得られた成果として、北河内で初めて古墳時代中期の住居跡が発見され

た。住居跡の規模及び平面プランは、約8m内外と推定される竪穴住居跡で方形プランを

呈している。この住居跡は尾根の南端で道路予定地中央より西側の一画で検出したもので

道路西側の民有地まで広がる範囲であった。

竪穴住居跡の北側には掘立柱建物跡も検出している。建物跡の中には1間X2聞の倉庫跡

も検出したことは北河内地方における古墳時代中期~後期にかけての集落を考える上で、重

要な資料を提供してくれた。

次にC地点の北側尾根を昭和51年7月から10月にかけて第3次発掘調査として実施した。

調査地は旧畑地として昭和50年頃まで開墾されでいたため床土下部まで一部掘り下げられ

ていた。第困層の褐色砂質土を除去・削平を行った後に近世の溜池状遺構と東西南北に交

叉する溝を検出した。検出された溝は東西に5条、南北に5条がそれぞれ確認した。

溜池状遺構とj幕とは切り合い関係はなく、溜池状遺構の東に検出した南北方向に走る溝は

調査地全域の約30mの長さが確認した。この溜池からこの東側の溝に水を供給する事によ

って全域の溝内に流れる仕組みになっている。
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溜池状遺構及び溝との検出面において鎌倉時代末頃の建物跡が検出している。この柱穴

(Pit)内には根石が置かれているものや、建物を放棄した段階で土師質小皿及び瓦器摘を埋

めていることが確認されている。その他の出土遺物としては皇朝十二銭の乾元大宝(958年)

の銅銭が4点出土したのをはじめ、瓦質羽釜、埼がそれぞれ出土した。瓦器編年からみて

13世紀頃のものであった。

これらの建物跡に混って土壌も 1基検出している O 土壌の規模は長径1.2m、短径l.Om、

深さ40cmの偏附円形で、内から土師器輩、高杯、片口大鉢、須恵器杯等が出ており、又同ビ

頃の井戸跡を調査地区南端で検出している。直径1.5m、底部内径O.8m、深さ1.2mの円

形素掘り井戸であった。井戸内堆積の黄褐色砂質土層中から土師器、須恵器の破片が出て

おり、又、最下層から須恵器細頚壷 1点が出ている。時期的にみても 6世紀のものであっ

た。この井戸と切り合い関係がある大溝Aは調査地区南端に蛇行しながら検出した。

大溝A内上面において中世の日常雑器類が出土しており、井戸との切り合い関係から井戸 / 

築造以前に大溝Aが掘られたことは事実であったが、中世以上の土器は全く含まれていな

かったが、後にも説明するが、第6次調査区のF地点の発掘調査において大溝A最下層か

ら縄文時代晩期の土器片が出土し、同一層から石銀、石illíf~がそれぞれ出土している。

大溝Aの北側に全長約50m、幅2~3.5m 、深さ 1 ~1. 2m の U字状をした溝が調査地区中

央に逆S字形を呈して検出した。この溝を大溝Bと呼び、溝内から古墳時代中期の家形嫡

輪、円筒杭輪、朝顔形~f(輪や土師器小形丸底土器、護、長頚壷、手控ね土器等の土器に混

り木製下駄、叩き板が出土している。

この大海は古墳時代中期頃に掘られ後期にまで使用されていたことが出土した土器で明ら

かになったが、遺構の性格については今後とも研究する課題である O 議内水流系路は地形

及びj恭氏高からみて東から蛇行しながら先端西側に流れていたものである。しかし上記に

のべた土器及び捕輪類は全くローリングを受けておらず、又、小形丸底土器についてみる

と故意に土器を並べた状況で検出した。

j轟内から円筒及び形象杭輪が数多く出土しているが墳墓とは全く考えられない。

その後第4次発掘調査地区としてD地点を調査した結果、大溝Bの北端に続く部分と第6

次発掘調査地区F地点の大溝B東端に続く部分をそれぞれ発掘調査しているがC地点で検

出した大溝Bと規模及び出土遺物は全く変わることはなかった。

第4次及び第6次の発掘調査の聞に昭和56年2月から 4月にかけてE地点の全面発掘調査

を第5次として実施した。

その結果、大溝BはこのE地点には全く検出されておらず、検出した古墳時代中期の遺構

はすべて掘立柱建物跡のみであった。現在大溝Bより東側周辺は既成集落のため不明で、あ

るが大溝B周辺で検出した遺構からみて、西側一帯に住居跡が検出したことから住居と

墓地との区画とも考えられる。このことについては今回の調査地区や清滝共同墓地G地点
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ヲ園田園・回開--

から古墳時代中期の須恵器・鉄刀・鉄斧が一括で採集されている O 又、正法寺跡から 2基

の古墳が正法寺造営によって破壊されたことが発掘調査によって確認されている O

今回の第7次調査は、忍ケ丘ゴルフセンターの駐車場に忍ケ丘ハイツ建設計画がなされ

たもので、同rJJ[菊遺跡と清滝古墳群のほぼ中間に位置していることから遺跡の存在が予想

されていた。
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E 遺跡の位置と歴史的環境

岡山南遺跡は大阪府四候暇市大字岡山に所在する O 四候畷市は大阪府の北東部に位置し、

奈良県との県境になる。南北に通じる東高野街道沿いには、中世の掘立柱建物跡・井戸等

の遺構が存在し、陸路交通の要地であり、中世村落として栄えていた。このような地理的

に重要な位置を占めていたことは、原始・古代においても同様、文化的先進地域の様相を

呈し、多くの遺跡の存在が知られている O

当遺跡は生駒山系の西側斜面から派生する洪積層の海抜25~30m の忍ケ向丘陵の地形を

利用して立地している O 東の生駒山系から流れる水は讃良)11・1青滝川・権現川となり、い

ず、れも丘陵を横切りつつ東西に谷地形を形成している O

今回の調査地は忍ケ岡丘陵のほぼ上位に発見された。

生駒山系の西側斜面の枚方台地は、北は八幡丘陵から高は南野丘陵までの淀川左岸にひ

ろがる広大な丘陵、段丘があり、この枚方台地は大きく北から枚方市船橋川・穂、谷)11.交

野市天野)11.寝屋川市寝屋川・四候畷市讃良)11.清滝川という中小河川によって間かれて

いる。この枚方台地には原始・古代の幾多の遺跡の存在が知られている O

最近になって旧石器時代の遺物を発掘調査によって明らかになってきた。枚方台地の旧石

器時代遺跡としては、現在のところ20遺跡が知られており、特に国府期のナイフ形石器・右

舌尖頭器が出土している枚方市楠葉東遺跡、ナイフ形石器・小型舟底形石器・石核が出土

した津田三ツ池遺跡、細石器・石核が出土した藤阪宮山遺跡、国府型ナイフ形石器・石械

が出土した交野市神宮寺遺跡、ナイフ形石器・細石器・削器・彫器・磯器等を出土した田

候畷市更良岡山遺跡、木葉状尖頭器が出土した岡山南遺跡、有舌尖頭器を出土した南山下

遺跡が知られている O 他に表面採集された寝屋川市打上、四候畷rti忍岡古墳附近におい

てもナイフ形石器が採集されており、旧石器文化研究上枚方台地はきわめて重要な位置を

しめている。

縄文時代には米粒文、山形文を施した押型文土器を特徴とする土器が出土する交野市

神宮寺遺跡、四篠崎市田原遺跡、東大阪市神並遺跡、において近畿地方で最古の土器が出土

している。又、枚方市穂谷遺跡、大東市寺川堂山にも早期の土器が発見されている。

前期には石器のみ採集された津田三ツ池遺跡が知られる。

中期にはHI'角巻文や半裁竹管文をもっ船元式土器を出土する山保畷市南山下遺跡・砂遺跡、

交野市星田旭遺跡があり、後期・晩期にはほぼ完形の高杯形土器・深鉢形土器・在日土器・

土製勾玉・土偶等多量の土器・石器が出土する四篠田芸市更良岡山遺跡、岡山南遺跡・清滝

古墳群においても石鍛、深鉢形土器が出土する。

枚方市交北城ノ山遺跡において滋賀里式系の深鉢形土器を転用した埋警遺構が発見されて

Lミる。
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第2図 岡山南・中野遺跡周辺地形遺跡分布図

1.打上遺跡 8.国守遺跡 16.岡山南遺跡

2.小路遺跡 9.坪井遺跡 17.四保畷小学校内遺跡

更良岡山遺跡・讃良寺跡 10.忍ヶ丘駅前遺跡 18.正法寺跡
3. 
更良岡山古墳群 11.南山下遺跡 19.清滝古墳群

4. 四候畷市銅鐸出土地 12.奈良井遺跡 20.国中遺跡

5.北口遺跡 13. 中野遺跡 21.木間遺跡

6.忍岡古墳 14.墓の堂古墳 22.龍尾寺跡、

7.奈良田遺跡 15.南野遺跡 23.千畳敷遺跡

弥生時代については四候畷市雁屋遺跡から畿内第I様式中段階の高さ70cmの大壷が出土

しており、古代河内湾の時代で最北端で発見され、北河内で最初の遺跡と知られている。

また四候畷市田原遺跡において前期末の壷が出土している。

中期初頭の畿内第E様式の時期に出現する高地性集落の寝屋川市太秦遺跡や第E様式~

第町様式に認められる直径11.5mの巨大な竪穴式住居跡をもっ田ノ口山遺跡、交北城の山

遺跡で第E様式から始まる方形周溝墓42基・竪穴式住居跡8棟・土壌・高床式建物跡が検
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出された場所は穂谷川水系沿いに立地している。

後期の第V様式になると枚方市・交野市・寝屋川市の淀川左岸地域においては数多く点

在する。代表的なものとしては、小型f方製鏡や分銅形土製品が出土した鷹塚山遺跡、六角

形の竪穴式住居跡が発見された山之上天堂遺跡、鹿の絵の線刻した土器が出土した藤田山

遺跡、住居と墓地をV字溝によって分離した星ケ丘西遺跡、一棟の竪穴式住居跡から鉄鉄

を含む53個の鉄器片が出土した星ケ丘遺跡等があげられる。

古墳時代について見ると、眼下に淀川を見下ろす水運との関係を考えなければならない

万年寺山古墳から 8面の銅鏡が出土しているの 又、直径25mの円墳と考えられ画文帯環

状乳神獣鏡1面・銅銭6本・銭形石製品2個他を出土した藤田山古墳、粘土構内から硬玉

製勾玉・ガラス製小玉・碧玉製管玉・鉄剣・万子を出土した交野市妙見山古墳、全長約80

mの前方後円墳で後円部に長さ約6.3m、幅約1mの竪穴式石室を今なお見ることのできる

忍岡古墳がある。

交野市の森古墳群から前方後円墳と円墳を含む8基の前期古墳群が確認されており、眼

下に巴形銅器・筒形銅器を出土た交野車塚古墳、中期になると枚方市禁野車塚古墳、牧野

車塚古墳、四候畷市墓の堂古墳がある。後期になると生駒山系西麓に数多く分布しており、

特に大東市堂山古墳群・四候畷市清滝古墳群・更良岡山古墳群・交野市寺古墳群・倉治古

墳群・枚方市中宮古墳群・臼雄塚・比丘尼塚・北河内最大の横穴式石室をもっ寝屋川市寝

屋古壌、終末期には国史跡指定されている石ノ宝殿古墳がよく知られている。

古墳時代の集落跡の発見は、四候畷市が大半を占めている。四候畷市岡山南遺跡の大溝

内から切妻造りの家形埴輪に5個の堅魚木をつけたものや、円筒埴輪・蓋形埴輪・動物形埴

輪とともに木製下駄も出土している。中野遺跡においては5世紀後半の製塩土器や最古形

式の須恵器とともに勾玉・臼玉・紡錘車・木製剣が多量の土器とともに出土している。隣

接地の奈良井遺跡には実際に製塩作業を行った石敷製塩炉及びl辺約40mの方形周溝遺構

の祭杷場が検出し、周j幕内から多量の土器とともに手担ね土器・人形土製品・動物形土製

品・滑石製品がそれぞ、れ一括で出土している。又、同一溝内から小型の蒙古系馬が埋葬さ

れていた。古代から中世にかけての遺跡は各市において数多く知られている。
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皿調査概要報告

今回の第 7 次調査地点は、四f~畷市岡山108-1で、忍ケ丘ゴルフセンター内の忍ケ丘ハ

イツ建設予定地内のー画である。当地点は、生駒山系の西側斜面から派生する忍ケ向丘陵

の南側傾斜部に位置している。

調査は、昭和58年6月15日に忍ケ丘ハイツ建設予定地内に南から 5mX4m，4mX4

m， 4 X 4mのトレンチ(試掘穴) 3ヶ所を設定して遺構の有無及び保存状態と基本的な

層序の確認を行なった。

試掘調査の結果、忍ケ丘ハイツ建設予定地内南端の南北9m、東西11mの範囲にだけ遺

構及び遺物が検出した。

A.層序

調査地の西壁断面の基本層序は、第I層(盛土)、第E層(旧表土)、第皿層黄褐色粘質

土となる O 各層は東から西へ、北から南へと少し傾斜している。遺構のベース面の第困層

下においては全く傾斜面をもたないフラット面に検出している O

第I層 盛土、忍ケ丘ゴルフセンター建設時に山土(黄褐色粘土)を削平して盛土としたO

第E層 昭和40年代まで荒地となっていた。

第E層 厚さ約20~30cmで全域に認められる。

第百層 厚さ約30cmの黄褐色粘質士で、遺構のベース面を構成している。黄褐色粘質土は西

側半分だけに検出した遺構ベース面であり、東側半分の遺構ベース面は黄褐色礁

混り粘土層からなっている。

以上の層位の中で第四層内から磁器及び平瓦片が少量で、あるが出土している O

B.遺構

今回の調査で検出した主な遺構には、落ち込み状遺構・掘立柱建物跡・大溝の各遺構で

ある。このうち落ち込み状遺構と掘立柱建物跡の遺構が地山面である黄褐色粘質土層から

掘り込まれており、両遺構からの出土遺物を比較検討した結果時期差は全く認められなか

ったことから共存していた可能性がある O

しかし、 PitNo.8とPitNo.9との切り合い関係からみて約%世紀位いの時期差も考えられる。

a. 落ち込み状遺構(第 3~4 図・図版 4 ~ 5) 

調査地区の南東部分に落ち込み状遺構が1基検出された。遺構の直怪は、東西 4.3m、

南北推定で約4.3mを測る。底は平底に近い不整形な円形状を呈している。落ち込み状遺

構の肩部は標高O.P. 37.20mで反対に最下層の地山面は標高35.90mで深さ1.3mを測る。

遺構内の堆積土層は、第I層黄褐色砂質土、第E層褐色砂質土、第困層淡褐色粘質土、
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第V層青灰色粘質士、第VI層青灰色砂質土、第四層灰褐色粘土、第

珊層褐色砂層、第匝層黄灰褐色砂質士、第X層黄褐色砂粒、第E層灰色粘土がそれぞれ堆

第N層淡褐色砂質土、

積している O 遺構の肩部及び底部に20~ 60cm大の生駒山系から産出する花開岩の石が検

出されている O 全体的にみてこの花向岩の石は、遺構の肩部に現位置を保っているものが

多く認められているが底部に転落している花開岩は北側肩部から落ちたものか、もしくは

南側肩部からの転落石とみられる。

(第 5図-8 ~10)、瓦次に遺構内の遺物出土状況であるが、第I層の東側肩部に瓦質羽釜
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に注目部を付けた水滴である O これと同形式のものが高槻市岡本山古墓から出土している O

最下層の灰色粘土から花崩岩の石の聞から玉縁瓦(第6図-12・図版8)が出土してい

るO 最下層から出土した玉縁瓦と一緒に出た花商岩は先にのべた南北いずれかからの転落

石かと思われていたが、この石には火を受けた形跡があり、一部に赤褐色を呈しているも

のや、一部にススが付着していることが認められ、最下層以外の石には全く火による痕跡

は認められない。このことからも、この落ち込み状遺構内に玉縁瓦及び花崩岩の焼け石を

最初に投げ込まれている。

多数の石が転落しているのは、 O.P.36mライン、すなわち第V層青灰色粘質土が堆積

する前である O この時期でほぼ底部は完全に堆積したと考えられ、この第V層上面の水滴

出土層の上面においては北側肩部から10~ 30cm位の石が8個前後転落したことが層位に

よって明らかであるO

b.掘立柱建物跡

調査地区の西半面に集中して検出された柱穴 (Pit)は合計9ケ所を数える。建物跡での

高さは、 O.P. 37 .Omである。 Pit の径は30~80cmで深さは15~30cmである。

Pit No.lは調査地区の西端に検出したもので直径60cm、深さ20cmを測る。 Pit内堆積土の

渇色砂質土層内から練鉢が出ている o

Pit No.2はPitNo.lの北側の1.6mのところに亘律的問、深さ15cmを測る。 Pit内堆積土

の褐色砂質土層から須恵器片が出ている。

Pit No.3はPitNo.lの東側1.4mのところに直径百OcmX50cm、深さ25cmを測る。 Pit内堆

積土の褐色砂質土層から須恵、器・土師器・磁器片が出土している。

Pit No.4は PitNo.2の東側1.4mのところに直径50cm、深さ32cmを測る。 Pit内からの出

土遺物は見い出せなかった。

以上の Pi t No. 1 ~ P i t No.4の 4 つの Pit 聞の距離は東丙間が1. 4m 、 I~î:jヒ閉が1. 6m を測

ることができた。 PitNo.3及びPitNo.4より東側に続く Pitの検出はなかったが、 P it 

No..lとPitNo.2より目玉i側は開発外のため調査は出来なかったが、続く可能性があり、推定

建物間数は 1間X2関の建物と推定される。

Pit No.5は1辺65cm、深さlOcmを測る。 Pit内堆積土の淡初色砂質土層から須恵器・土師

器・瓦器椀・瓦質土器がそれぞれ出土している。このPitは古墳時代の大溝西側肩部を切

ってつくられており、これと関係する Pitは今回の調査地区内に検出されてむらず、北側

の後世の撹乱によって削り取られた可能性がある。

Pit No.6はPitNo.3、PitNo.4の中間の東側に直在30cm、j深菜さ2却Ocαcm百1で

中でで、最小でで、あるoPit内堆積土の淡褐色砂質土層から土師器片がILb土している。

Pit No.7はPitNo.6の南1.2mに直怪45cm、深さ20cmを浪IJるoPit内堆積土の淡褐色砂質

土層から瓦器地が出土しているつ
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Pit No.8はPitNo.9の切り合い関係から PitNo.9の後にPitNo.8が掘られたものである

が、このPitNo.8には以前にPitが掘られていたところへ新たに掘られたものでPitNo.8 

はそのために変形したPitである。すなわちPitNo.6、PitNo.7に続く位置に PitNo.8 

内の東側がーグリに1.2m間隔にあり南北方向に 2間分が検出している o Pit No.8の規模は

直徒80X70cm、深さ10cmを測る。

Pit No.9は100cmX70cmで、深さ15cmを測る。 Pit内堆積土の~;}HI，)色砂質土層から須恵器、

瓦器I宛がそれぞれ出土する。

C.大溝

昭和58年6月15日第 1トレンチとして試掘調査を設定した場所が大溝の北側に見られる

撹乱された場所であった O

試掘調査の際、溝の一部を確認し、溝内の堆積土である褐色砂質土層内から須恵器室・須

恵器f不身・郎蓋・高j不a 土自Iti器・円筒埴輪等が出土した。その後、本格調査に引り替えて

実施した結果は第3図に見られる遺構が検出したものであった O 遺構の規模は東西の肩幅

3.3m、底面で2.8m、深さ25cmで、大溝の西側肩部は海抜T.P. 37.11 m である。

試掘調査で出土した土器類の他には、有蓋高I不(第7図 20)、甚口査(第7図 17~18) 、

台付壷〈脚部)(第 7圏一19)、砥石(第7同一27)、施(図版15-49) が認められた。

大j幕内から出土する土器・鉄製品、石製品類は構内西側に集中して出土したもので、円筒

続輪片も同様西伺IJに集中している。

大講の北側については先述した後世の撹乱によって破壊されてむり、又、南側については

落ち込み状遺構の掘られた時期に破壊されたものである。落ち込み状遺構によって破壊さ

れた大議については、落ち込み状遺構の東・西方向に濯が続かなく、やはり、直線状況に

告の谷聞の方ヘ流れていたと推定されている。
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N 出土遺物

概観

落ち込み状遺構・掘立柱建物跡・大溝遺構に伴って出土した遺物は、土器・瓦・銭・

埴輪・鉄製品・石製品からなる。土器は、古墳時代と鎌倉時代~室町時代の土器類が出土

していた。大半の土器は落ち込み状遺構と大溝遺構からの一括資料で遺物は比較的短期間

のうちに堆積したと考える。ここに実測図可能なものだけを報告しておきたい。さらに昭

和55年12月四日に四候畷市清滝在住の南畑芳雄氏から今回の調査地から南東約 150mの清

滝共同墓地から出土した土器及び鉄器を寄贈していただいた一括資料を大溝内の鉄製品と

の参考資料としてここに出土遺物実測図第8図として合わせて報告しておきたい。

〈落ち込み状遺構出土遺物〉

土師質小皿(第5図-1-4・図版7.図版11-1-4)

口径7cm内外の小皿で、底部の形が波をうったものである。しかし、この種の他に各遺跡

から尖がり気味のものや平底のものが多く出土していることから大別して3種類に分ける

ことができる O

(1)は口径6.6cm、器高1.4cmの浅い皿で底部は歪で波をうっている。底部と体部との境が不

明瞭で、、体部は内考ぎみに立ち上がり口縁端部は丸くとじる。外面の体部と内面全体にナ

デ調整が施されている O

(2)は口径7.8cm、器高2.1cmのごくゆるく波をうった底部で体部は外反ぎみに肥厚し、口縁

端部で丸くとじる。丁寧な整形の後、底部内面を一方向にナデたのち外面の体部中位より

上と内面体部をナデ調整を施す。

(3)は口径6.5cm、器高1.4cmの尖がり気味とも思わせる底部で器壁が厚く、ゆるやかなカー

ブでたち、体部は内考ぎみに延びて口縁端部で丸くとじる。体部内外面に時計四りのナデ

調整を施す。

(4)-は口径7.1cm、器高1.5cmの底部中央が肥厚して波をうった底部で、ゆるやかなカーブで

たち体部は直線的に口縁端部で丸くとピる。内面の体部中位より上と外面の体部に時計回

りのナデ調整を施す。

水 滴(第5図-5・図版7・図版11-5) 

口径2.2cm、器高3.3cm、注口内径O.3cmを測る広口のやや扇平な胴部をもった小壷に、

肩部に小さい注口部をつけた水滴である。胎土には細砂粒を含んだ良好な粘土を用いており、

底には糸切り痕が明瞭に残っている。肩部の注口と反対面に把手が付けられている。水滴

上部%位まで灰柑カヲ忍められる。内部底部に注口部から棒状のものをさし込まれた際に付

けた刺突痕が認められる。

灰紬平碗(第5図-6) 
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一

底径6.2cm、残存高5.0cmで、内・外面に灰粕を施した大形のイ肉で、黄白色のやや粗い粘土

で、早い擁瞳で一気に挽き r:げでわり、やや酸化気味の焼成で黄緑色を呈している。

瓦質香炉(第5図 7・図版13-7) 

口径4.5cm、残存高4.0cmで口縁部は体部との境に弱い綾をもって内考し、口縁端部を丸

くとじる。断面台形のつばをもち 2条のヘラ描き沈線をもっ O 内側はロクロによるナデ調

整で、外面口縁部はヘラミガキ、つば部はロクロナデを施している。底部欠失のため三脚

の貼り付け痕は認められなかった。色調は灰色で外面つば下面より下にススの…部が付着

している。

羽 釜(第5図-8~10 ・図版 9 ・図版12- 8 ~10) 

鍔付のもの多数が出土している。ここに実測図可能な 3点だけを報告しでわきた1.'0 淡

褐色を呈し土師質土器の系統に入るものと、暗灰色を呈した瓦質土器の系統に入るものが

出土している。いず、れもススの付着が認められる O 内面は刷毛による調整痕をよく残して

いる。

(8)は口径23.0cm、つぱ窪27.0cm、残存高7.0cmで、内写する口縁部は端部に平面をもっ。つぱ

は断面が台形で短く上向きに付く O 内外面ともにナデ調整が施されている。口縁端部及び

つば下体部にススが多く付肴している O

(9)は口径24.2cm、つば径31.5cm、残存高8.5cmで、直線的に長い口頭部は内傾し段をもち、
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端部は内ヘ肥厚する O つぱ部はしだいに薄くなり端部は丸い。外面はナデ調整を施し、内

面は刷毛整形を行う。

(10)は口径26.8cm、つば径36.2cm、残存高 7.0cmで、口縁部は長く直線的に内傾する。つば

は水平につき端部は丸い。 内外面ともにナデ調整を施されている。

銭(図版11-29)

落ち込み状遺構肩部から照寧元宝1点が出土している O 照寧の初鋳年は北末・照寧元年

(1068)年である。日本に輸入されるのは宋貿易が栄んになる1150年以後と思われる。

瓦(第6図 11~14 ・図版 8 ・図版11-11 ・図版13-13~14， 38~39) 

出土した瓦は丸瓦・平瓦の2種類である。丸瓦の形態は玉縁瓦2点が出土している。平

瓦は格子叩き呂と縄叩き目のものが出土している。
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玉縁瓦は表面に縄目が施されているが、その後のへラ削りのため、縄目は不明瞭となって

いる。裏面には布日が施されており、隅に面取りが施されている。

平瓦は表面に布目が施され、裏面には縄目または格子目が明瞭に残っている O 表面の布目

がヘラナデによって消されているものもある。

青磁碗(図版13-33)

第V層青灰色粘質土から 2点が出土している。底部は欠失しているが、口縁端部は丸昧

をもたせている。内面は無文であるが外面体部に鏑蓮弁文を施すもので龍泉窯系青磁碗編

年のI-5類のものである。

鉢(図版13-34-37)

鉢には、須恵質と陶質のものがある O 体部にまで粕がなく口縁部のみに自然軸がかかっ

ているものが多い。中には全体的に須恵質のものについては、口縁部のみが黒くなって口

縁端部が少しふくらみをつけたものが多い。すべての鉢の内面は体部中程から底部にかけ

てザラザラしており一般的に練鉢としての用途に使用していたものである。

すべての口縁部をみる限り片口部が残存しておらず片口になるか否かは不明である O

〈大溝内出土遺物〉

杯身・杯蓋(第7図-15-16・図版14-15・15-16)

(15)f不蓋は口径14.2cm、器高4.3cmを測る。口縁部は下外方に下がり端部は丸く、天井部は

やや低く平らなもので稜は沈線を有し端部は丸い。手法の持徴はマキアゲ、ミズピキ成形

を行い天井部外面に回転へラ削り調整を行い他は回転ナデ調整をそれぞれ施している。胎

土はやや粗で焼成もやや良好なもので灰色を呈したものである。 (16)杯身は口径13.3cm、器

高4.9cm、たちあがり高1.4cm、受部径15.8cmを測る O たちあがりは短く内傾し端部はやや

丸い。受部はやや水平にのび端部は丸く、底部はやや浅く丸い器形である。手法の特徴は

マキアゲ、ミズピキ成形を行い底部外面%程度を回転へラ削りを行い、他は回転ナデ調整

をそれぞれ施している。胎土は、 O.1-0.5cmの白色砂粒を含むもので焼成は良好・堅織で

あ.る。

直口重(第7図-17-18・図版14-17)

(1わの口頭部はほぼ直立し端部に至る。体部はややまるく、くの字形に張り出す。体部中位

に最大径を有する体部から底部にかけて欠損、頭部に 1条の凸線がまわり、体部に 2条の

沈線がめぐり、その間と上部に7本 1条の波状文がそれぞれ施されている。手法の特徴は、

マキアゲ、ミズピキ成形で口頭部ハリツケ、体部外面は回転ヘラ削り調整で内面は回転ナ

デ調整が施されている。胎土は密で焼成は良好、色調は灰色を呈している O

(18)の肩部は外下方に張り出す。底部は丸底を呈し、外上方にのび肩部に至る。体部最大径

は上位に位置する。肩部に 1条の沈線をめぐらす。手法の特徴は聞と同様で、ある。

台付壷〈舷陪日>(第7図-19)

。。



脚底径15cm、残存高9.4cmを測る。舷IJ部は下外方に下り、裾部でやや内傾し、端部は平面

を成し接地する O 手法の特徴はマキアケ¥ミズピキ成形で回転ナデ調整を施している。

胎土は密で焼成は良好、竪織。色調は青灰色を呈している O

有蓋高杯(第7図-20・図版15-20)

口筏12.5cm、器高9.3cm、たちあがり高0.8cm、受部径15.5cm、基部径4.8cm、脚高4.9cm

脚底径12cmを測る。たちあがりは短く内傾して端部は丸い O 受部は上外方にのび端部は丸

く底体部はやや浅く丸味をもっO 脚部は下外方に大きく開き、対上方より下外方に下り裾

部に至る。端部は丸く平面をなす。子法の特徴は、マキアケ¥ミズピキ成形。杯底部はヘ

ラ削り調整で他は回転ナデ調整を施す。

高杯(脚部> (第7図 21・図版14-21)

脚底径9.8cm、残存高5.7cm、基部在2.8cm、脚高5.7cmを測る。脚部は下外方に広がりな

がら端部に至る。端部は丸く平面を成す。脚部上方とド方に2条のrlJ帯をめぐらし三方向

に三角形のスカシを有する。手法の特徴は、マキアゲ、ミズピキ成形。胎土は密で0.1~2

mmの白色砂粒を含む。焼成は良好で、堅織である。色調は黒灰色を呈している。

聾(第 7 図-22~26 ・図版15-25)

窒の口縁部形態は、口縁音15に沈線をめぐらせ内写し端部が丸いもの(221. (241、口禄部が下

外方に下った後、上内方にのびて端部は丸くなるもの凶)、短く外反後 k内方にのびるもの

(251、口縁部で外反し丸く屈曲し端部が丸いもの(261と分けられる。

聞は口径17.1cm、残存高6.8cm、基部任9.8cmを測る。口頚部は外{tnして立ち上り口縁端部

に沈線をめぐらせ内写し端部が丸い。肩部から下は欠損。子j去の特徴は、マキアゲ、 ミズ

ピキ成形を施している。胎土は密で焼成は良好で、堅織である。色調は灰褐色を呈している c

聞は口径21.5cm、残存高 7cm、基部任16.9cmを測る。口頭部は外寄しながら短く外上方に

のび口縁部でわずかに下方に下り屈曲し、内写しながら上方にのびる。端部はやや鋭い。

口縁部外面に2本1条の波状文が施されている。肩部は内寺しながら下外方に下る。 f本音15

及び底部は欠損している。子法の特徴はマキアゲ、ミズピキ成形で肩部外面はタタキの後

カキ目調整を施している。又、肩部内面は青海波タタキで他は凶転ナデ調整をそれぞれ施

している。胎土は街で0.1~3mmの白色砂粒を含む。焼成は良好、堅徴。色調は灰色を呈し

ている。

(241は、口径18.8cm、残存高llcm、基部在11.6mmを測る。口頭部は外傾しながら立ち上り、

土方で更に外反し、端部は外傾する平面を成す。肩部は口頚部とほぼ100。を成してド外方

ヘ丸味をもって下る。頚部上方に 1条の沈線と下方に一条の凸線をまわり、その間に 6本

1条の波状文がそれぞれ施されている O 子法の特徴はマキアゲ、ミズピキ成形を施してい

るO 胎土は密て;'0.1~3mm程度の1' 1色砂粒を含む。焼成良好・畏織、色調は灰色を呈してい

るO
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間)は、口径18.8cm、残存高7.7cm、基部径12.6cmを測る。口頭部は外傾しながら立ち上り、

上方で更に外反し、端部は外傾する平面を成す。肩部は口頭部から円をえがくように下外

方へ下る O 子法の特徴はマキアゲ、ミズビキ成形を施している O 肩部外面は格子目タタキ

を施している O 胎土は密で焼成は良好・堅級、色調は茶褐色を呈している。

聞は、口径21cm、残存高8.5cm、基部径20.4cmを測る。口頭部基部より内傾して短く直立し

たのち外反して立ち上り、さらに内側に屈曲して、さらに内写して端部に至る。

体部は丸い肩部で外下方にやや大きく張り出す。手法の特徴はマキアケ¥ミズピキ成形で

肩部外面はタタキの後カキ目調整、肩部内面は青海波タタキで他は回転ナデ調整をそれぞ

れ施している O 胎土は密て;'0.1~3mmの白色砂粒を含む。焼成は良好・堅撒。色調は灰色

を呈している O

砥石(第7図-27・図版10・15-27)

最大長9.9cm、最大幅2.5cm、最大厚l.lcmを測る O 断面長方形で表・裏の2聞を使用し

ている。側面及び下端部に製作時の切り痕がある。中央部が薄く0.8cmを測る O 上部に0.5

cmと0.4cmの円孔2ヶ所が両方から穿つ。石材は粘板岩製のものである O

勾玉(第7図 28・図版10・15-28)

滑石製の勾玉でH音青色を帯びている。頭部から胴部にかけての側面は平滑面をもち、弱

い稜を有する O ややC字形で均整のとれた形をしている。円孔は逆C字形に置いた一方か

らなされている。長さ4.4cm、幅1.7cm、頭部厚0.6cm、尾部厚0.5cm、円孔径0.2cmを測る。

埴輪(図版14-43~48)

植輪には円筒・きぬがさ・朝顔形が出ているが、大半が小破片で、あった。

(43)は朝顔形円筒植輪で肩部のみ残存しており円筒上端の突帯だけ出土している O 突帯の断

面は台形状の扇平を呈しており突出度は低い。外面の調整は荒い横ノ、ヶが施されている。

タガ下に円形の透しがある O 全体の色調は黄褐色を呈し、焼成はやや軟質である。また胎

土には砂粒が含まれている。

(441の器壁は0.8cm前後で、タガの幅は1cm、高さ0.6cm弱出ているにすぎない。外面はナデに

よる調整である。全体の色調は褐色を呈しており、焼成は硬質すなわち須恵質に焼かれて

いる O 胎土には 0.1~3mm前後の白色砂粒が含まれている O

(45) ・ (46)の器壁は0.7~ 1. 0cmで、タガの幅は lcm、高さ 0.6cmである O 外面は縦方向のハケ目を

施し内面には荒いハケ日が施されている。色調は黄褐色を呈し、焼成はやや軟質である O

性7)・(48)の器壁は1.6cmと厚く、タガの幅は1.0cm前後で、タガの突出度は極端に低い。色調は

赤褐色を呈し、焼成は硬質である。胎土は0.1~4mm程度の白色砂粒を多く含まれている。

錨(図版15-49)

かなり大型の施である O 全長24.5cmで先端が丸くなっている O 刃部のi幅は約1.5cmで、

使用のためか再端が丸くなっている O 茎は断面が長方形である。
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参考資料

清滝共同墓地において南畑芳雄氏が石積基礎工事現場において赤褐色粘土層の標高O.P.

47.0m地点から須恵器、鉄斧・鉄万が採集されている。以下遺物について説明しておきた

しミ。

須恵器長頚葺(第8図-50・図版 16)

口径10.4cm、器高16.9cm、器部径7.0cm、体部最大径15.4cmを測る。

口縁部は外反して上方にのび、頭部の%と%のところで鋭い凸線を 2条配し、それに界さ

れた間と上下に波状文からなる文様帯を有する O 体部中位に最大径を有する球体をなし、

安定性を欠く。手法の特徴はマキアケ¥ミズビキ成形、底部外面静止ヘラ削り調整、他は

回転ナデ調整である。胎土は密、焼成良好・堅徴。色調は灰色。

鉄斧(第8図 51・図版 16)

無肩式の鉄斧である。刃部は片刃である。袋穂部は両縁を折り曲げて断面情円形の筒状

にしている O 全長15.9cm、刃幅4.8cm、袋穂部の長さ 8cm、幅4.8cmである。

鉄刀(第8図-52・図版16)

由:万である。中央付近で折損する。現存長約39.7cm、幅約3.1cm、厚さは峰で約1.2cmで

断面は虻のふくらまない二等辺三角形状である。茎は欠失しており不明であるが尻の方に

なるほど細くなり、刃間部は刃部と直角につくられている。
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第8圏 清滝共同墓地遺物実測図・ I
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V まとめ

今回の調査面積約100mの中で発見された遺構は、古墳時代後期の溝I基・鎌倉時代末

の掘立柱建物跡・室町時代の落ち込み状遺構1基が確認され、各遺構内から時代決定を行

う土器・鉄製品・石製品・瓦等が多量に出土した。

調査で得た史料と遺物をすべて完全に報告するには膨大な量であり、周辺の遺構と合わせ

て今後調査報告書を刊行していきたい。従って以下、今回の調査区で検出した遺構の時期

において過去の6次にわたる調査をふまえて少し補足しておきたい。

第1に今回の調査地点が岡山南遺跡の東方に位置し、また清滝古墳群の北方にあり、こ

の場所が古墳時代の集落と墓との接点を考える上で重要な住置を示す。

すなわち、岡山南遺跡第3次・第4次・第6次等の発掘調査で検出した延長約50m、幅約

2 -3.5m、深さ約 1-102mのU字状を呈した逆S字形の大溝B遺構が堆積され始まる時

期と同ヒ頃であり、又、隣接地で採集された須恵器長頚壷・鉄斧・鉄万は墓地であり、大

溝Bが掘られた頃に相当することから、同ビ人々の集落と墓地である可能性が強い。

また、この場所から眼下には河内湖北岸が一望に見わたせられる海抜40mの所に立地して

おり、すぐ南側には清滝古墳群の直径20m前後の円壌を築造していた時でもある。

この清滝古墳群第2号墳や岡山南遺跡掘立柱建物跡・奈良井遺跡の一辺約40mの方形周溝

遺跡内から 5世紀末から 6世紀初頭にかけての馬骨及び馬歯が数多く発掘している O

清滝古墳群第2号墳周溝内から一頭分の馬歯が出土している O 岡山南遺跡第5次調査にお

いて掘立柱建物跡周辺から馬歯が散乱して出土している。最後に奈良井遺跡から先にも述

べた一辺約40mの方形周溝内に馬一体を長さ約2mの板の上に横位の状態で埋葬されてい

るものや、頭骨だけを切り取り周溝内に土壌を掘りその中に埋葬されているものを含め、

奈良井遺跡だけで6頭分の馬が埋葬されている例がある。

馬骨・馬歯の出土は、大阪府下では古墳時代の5世紀から 6世紀にかけての馬の出土遺

跡は31遺跡、中世の馬の出土遺跡は6遺跡が現在までに知られている。

特に河内湖の東岸及び北岸地域、すなわち生駒西麓の回線畷・東大阪・八尾・柏原の各市

に集中していることは、生駒西麓と河内湖との開一帯が数多くの馬飼いに適していたもの

であり、馬骨・馬歯が出土する遺跡は馬飼いを生業とするムラがあったことが伺うことが

できる。

第2に岡山南遺跡の中世村落としての開始時期は、第5次発掘調査地区内の方形板枠井

戸から墨書された黒色土器や、今回の調査地区内の掘立柱建物跡や第3次発掘調査地区内

の掘立柱建物跡から瓦器椀・土師質皿・羽釜等の土器編年から12世紀中頃から13世紀にか

けて集落が営なまれたものである。

隣接地の忍ケ丘駅前遺跡においても同様に石組井戸内から曲物底板と瓦器域の出土が認め

内
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られ、又、土器口縁部を再利用した常滑の大斐を井戸の井筒として使用されていることか

らほぼ岡山南遺跡と忍ケ丘駅前遺跡は同じ頃に開始された集落であった O

第3に四候畷に搬入された中国産の輸入陶磁器は、各時代の資料が知られている。

これまでに知られている出土資料は、今回の調査地区の落ち込み状遺構から出土した

磁碗は口縁部は丸昧をもたせたもので、内面は無文であるが外面体部に鏑蓮弁文を施す龍

泉窯系青磁碗1-5類のものが出土している。

I平井遺跡から青磁血と白磁碗・皿が出土している。首=磁盟は内面見込み部に櫛状施文具と

へラ状施文具に文様をもっ同安窯系1-2類のもの。白磁腕は玉縁をもっ日-laと口縁が

外反する V-3aの2種類の椀。白磁皿は平氏の底部で内面見込み部にヘラ状施文具による

文様をもっ珊類に属するものが出土している。

忍ケ丘駅前遺跡から、白磁碗2点と白磁皿Lがl点出土している。白磁碗は玉縁日縁をもっ

N-1aと白磁皿は平底の底部のIX-l類に属するものが出土している。最後に中野遺跡か

ら長徳鎮系の白磁合子が石組井戸内から出土している。

以上で、四候畷市内出土の中国産の輪入陶磁器を見たが、それらの土器は13世紀から14世紀

の陶磁器を知る手掛りを得た O

第4に中世の主な窯業地は、瀬戸・常滑・信楽・備前・丹波・越前の六古窯がある O 四

候i畷及びその周辺地域から出土するものは、瀬戸焼・常滑焼・備前焼が圧倒的に多く、常

i骨焼は12世紀ぐらいから、備前焼は13世紀ぐらいから、瀬戸焼は14世紀ぐらいからそれぞ

れ流入しはじめている O

瀬戸焼の水滴が今回の落ち込み状遺構の第V層青灰色料i質土から出土している。 r司形のも

のは、高槻市岡本山古墓、福井県一乗谷遺跡や生産地である瀬戸市内各古窯からよく知ら

れている。また忍ケ丘駅前遺跡の枚方信用金庫忍ケ丘支自建設に伴う調査にわいて、 i幅約

4m、長さは調査範囲の約13mの旧河川を検出し第3層から口珪12.8cm、器高3.5cmの瀬

戸焼わろし皿l点が出土している O これらの瀬戸焼は、古瀬戸の最盛期で古窯跡の分布も

瀬戸市域全域に展開して生産活動がなされていた。これらの瀬戸焼・常滑焼・備前焼は陸

路の運搬ではなく海運による流通であると思われ、距離的に近い信楽・丹波などからの流

通は陸路であるために持ち込まれる量が少ない理由であると思われる。
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中野遺跡、(第6次調査)

1.はじめに

四候畷市中野本町1に所在する中野遺跡は、生駒山系から派生する丘陵地形の Lに立地

している。な£、付近の丘陵には多くの遺跡が存在してむり、特に古墳時代と中世の遺跡

が多い。

中野遺跡の調査は昭和51年度に国鉄片町線複線化に伴う調査を国道 163号線と交叉する

場所を中心に調査を実施し、その後、昭和52年から昭和53年にかけて大阪瓦斯天然ガス管

埋設工事に伴ない国道 163号線南測の側道と片町線西側の間嶋胡粉砥粉製造株式会社の

工場敷地内の調査を実施している。この調査にむいて大溝がV函忍され、古墳時代中期の多

量の土器とともに製塩土器及びJ15の下顎が北河内で初めて出土し、河内湖畔にむける製塩

活動の場所であったことが証明された O 又、 J13の出土によって、中里子遺跡がi時飼いの集団

の生活場所であったことも推定される重要な場所でもあったο その後、国道 163号線の拡

第9図 中野遺跡調査地位置図
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幅工事に伴う調査や、電々公社の地下埋設ケーブル工事に伴う調査にわいて古墳時代の建

物跡や、中世の溝・石組井戸ー曲物井戸などが多数検出され、古墳時代中期と鎌食時代か

ら室町時代にかけての複合遺跡である地域であった。

調査概要報告

試掘調査は、調査範囲内に 3本のトレンチを設定して実施した。
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第 1トレンチ 第 トレンチ

l 耕 1: 1 刺 i
2. Jふi 2. U、!
3 体j色砂T}けJ凶 3. m.払j色紗:'tf:-t:}~/，1 

4 bl件j色村i:U，1 4 淡拡j色紗nJ:附
5 故l火色{ÎJ-1\'û/，~ 5 体Jt引少れよ )'/i
6. l~ll長色村i-1:1<.1 6. I火 N~色砂片j

7. 円以色村 U;1 7 員約色村iJ肘
8 改!ぷ色村iJ);~: 8. -ijUぽ持J色 ~t' 'tt J:J凶
9. lf二}火色制 Ilfi'少車\';)~r'l 9 抗体j色村Itt-L";t1
10. ;)¥1火色キj1ifrJ:)'/1 10 賞制J色料i!n~t-.!~;<，I

11. !正色h合併 (フロノケ;Ikl:砂崩り)
12. /FNi.色村i1)(，: 11. bV火色*，IiJ:M
13. Il~色調I! {i;舛\'，:J\'I1 12. &N;'色村iJ:!'iI!
14 以Gま111砂利 J'I~: (プ口ノケ状に砂泌り)
15. ，IP色村山¥J:Jf;~; 13. ci色仙台j
16. 1¥色付!'，1 14. iIt!火色料 !:W，:

15. rl.)色粘土!I再
16. .'.1.¥色村】二1:1-.1トっz-J

第10国 中野遺跡トレンチ断面実測菌
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1. 井二土
2. Lkl 
3 持jむ砂If[-j:)';'; 
4 a. -NUtJ色村iJ:肘
4 b. I氏側色砂肘
5. 火色NilTJ:J':1
6 件j色半r1i-tて肘
7. b有J火色村itt:LM
8. ~三)火色[JJ'tt.-t:J，;千
9. !，反体j色料、ーイ肘
10 茂樹色紗肘
11 日約此依j色o、財
12. 'l¥}民体j色料iJ:M
13. 11庁市灰色砂肘
14. lli'1青肌色村i11よ附
15. ci色砂M
16. TVポ色粘土肘
17 払j色料:土民

18. 日色村L士幌
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第lトレンチは、調査地区のほぼ中央にI恒2m、長さ 4.8mの東両方向にトレンチを設

定した。

層序は、第 1 層・耕士、第 2 層・床士、第 3 層は厚さ約15~30cmの掲色砂質土層、第 4 層

は厚さ約10~15cmの黄褐色粘土層、第 5 層は厚さ約15~30cmの黄灰色砂粒層、第 6 層は厚

さ約10cmの青灰色粘土層、第 7 層は厚さ約1O~20cmの黒灰色村i土層、第 8 層は!字さ約15~

20cmの黄灰色粘土層、第 9 層は厚さがJ10~15cmの青灰色系!日砂粒層、第10層は厚さ約6~12 

cmの黒灰色粘質土層、第11層は厚さ約10~15cmの灰色砂層、第12層は厚さ約20cmの青黄色

粘土層、第13層は厚さ約10~25cmの褐色系IH砂粒層、第14層は厚さ約20~45cmの灰色相砂粒

層、第15層は厚さ約25cmの黒色粘質土層、第16層は厚さ約25cmの青色砂層が堆積している。

第3層内から須恵器I不身・ 1不蓋・査・土師器室・瓦質妻、瓦器・ j:師質斐・小皿がそれぞ、

れ出土した。

古墳時代及び中世の土器が第3層の褐色砂質土層からの出土であって、中世以降に荷Ij平

され撹乱されていた。また第3層以下の黄褐色粘土層から第141習の以色キITI砂粒層までの約

1.8mの堆積土層からの遺物は見い出せなかった。しかし、第15層の黒色粘質土層には自然

木が炭化した状況で出土したが全くその時期jに比定される伴出遺物はなかった。

すなわち、第4層の黄褐色粘土層が地山とみることができる。

第2トレンチは、第 1トレンチの西約10mのところに幅2m、長さ 2mのトレンチを設

定した。 ぷ田面の楳高は第 1トレンチとほぼ同様海抜16m前後であった。

層序は、第 1 層・耕土、第 2 層・床木、第 3 層は厚さが~20cmの黄褐色砂武士層、第 4 J{~ は

!平さ約1O~20cmの淡褐色砂質土層、第 5 層は 15J さ約15~20cmの掲色砂質土層、第 6 層は!手

さ約20cmの灰制色砂)胃、第 7 府は!平さが]10~ 15cmの黄初色粘土層、第 8 層は厚さ約1O~15

cmの黄以褐色砂質土層、第 91函は"メさ約10~25cmの黄初色村;質土層、第10層は厚さ約10cm

の黄褐色粘質土層(ブロ yク状に砂混り)、 第11層は)字さ約1O~15cmの黄以色粘土層、第

12層は厚さ約8cmの黄灰色粘土層(ブロック;[犬に砂混り)、第13層は厚さが~20~32cm の白色

砂層、第14層は厚さ約6~ 10cmの賞以色粘土層、第151同は浮き約70cmの間色Ni土層、第16

層は黒色粘土層へと堆積している。

このトレンチ内からは出土遺物は全く見い出せなかった。

第3トレンチは第 1トレンチと第2トレンチとの間の南側に幅2m、長さ 5mの東両方

向にトレンチを設定した。

府序は、第 1 層・耕土、第 2 屑・床士、第 3 併は厚さ約10~15cmの褐色砂Tf土層で以下第

Iトレンチ同様に第4層黄樹色粘土用の地山となる O

第3層の樹色砂質二t:層から瓦器f宛・土白rli質小皿片が出土した。
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出土遺物

出土遺物は第 1トレンチ内第3層褐色砂質土層から出土したものが大部分を占め、須恵

器蓋・ 1不・土師器室・瓦質土器・瓦器腕・土師質窒・小皿の各土器が同一層内からの出土

であって、実測可能な遺物を第11図として報告しておきたい。

須恵器蓋杯(第11図-53~60 ・図版21-53~60)

(53)は高坪の蓋で口径1l.5cm、器高5.3cm、稜径12.6cmを測る。 荷3.1cm、つまみ高1.lcmを測

る。口縁部はわずかに外反して下り、端部は内傾する段を成す。稜は比較的短かく断面三

角形を成す。天井部は高く丸い。中央には基部の太い上面凹状のつまみを付す。

子法の特徴はマキアゲ、ミスピキ成形をむこなしミ。つまみはハリツケによる。天井部外面

対は回転へラ削り調整で他は回転ナデ調整を施している。胎土は密で、白色砂粒を含み、焼

成は良好、堅織である O

(54)は蓋f不の葦で口径12.0cm、器高5.0cm、後径12.6cmを測る。口縁音11は垂直に近くわずかに

外反して下り、端部は内傾する段を成す。楼は断面三角形を成し端部は鋭い。天井部はや

や高く丸い。

手法の特徴はマキアゲ、ミズビキ成形をむこない、天井部外面%は回転ヘラ削り調整で他

は回転ナデ調整を施している。胎土は密で0.1~3.0mmの白色砂粒を多く合む。焼成良好、

堅轍である。

(55)は蓋I干の葦で口往11圃8cm、器高(推定)4.0cm、綾径11.8cmを測る。口縁部はやや下外

方に下り、端部は内傾する段を成す。稜は小さく断間三角形を成し鈍く、天井部はやや浅

く平らに近いと忠われる。

手法の特徴はマキアケ¥ミスピキ成形をむこない、天井部外面のへラ削り調整部は欠失し

て不明である。他は[口l転ナデ調整を施している。胎土は慌で、0.1~3.5mmの (J色砂粒を含む。

焼成良好、堅般である o

(56)は蓋坪の蓋で口任13.0cm、器高4.6cm、複径12.4cmを測る。日縁音15はやや下外方に下り

端部は内傾する段を成す。稜は小さく断面三角形を成し端部は鋭¥'>0天井部はやや高く丸

しミ。

手法の特徴はマキアゲ、ミズピキ成形をわこない、天井部外両元は[n]転ヘラ削り調整で{也

は凶転ナデ調整を施している O 月白土は待iで(J色砂粒を含む。焼成良好・堅織である。

(5わは蓋坪の蓋で日経13.3cm、高器4.7cm、綾径12.7cmを測る o L1縁部は下外方に下り端

部は内傾する段を成す。援は断面三角形を成し端部は鋭い。一天井部は高く丸い。

子法の特徴はマキアゲ、ミズピキ成形をむこない、天井部外面対は回転ヘラ削り調整で他

は回転ナデ調整を施している。胎土は密で下!色砂粒を多く合む。焼成良好、堅撒である。

(58)は蓋f1~の身でIH壬12.3cm、器高4.7cm、たちあがり高1.4cm、受部径15.3cm、民f本音15高

。6nF臼



3.3cmを測る O たちあがりは、内傾してのび端部は丸p。受部は外上方にのび端部は丸い。

底体部は深く、底部は平らに近い。

手法の特徴はマキアゲ、ミズビキ成形をおこない、底体部外面対は回転ヘラ削り調整で他

は回転ナデ調整を施している O 胎土は密ても焼成は良好・堅織である。

(聞は蓋杯の身で口径12.4cm、器高(推定)5.0cm、たちあがり高1.3cm、受部径14.6cmを測

る。たちあがりは、内傾してのび端部は内傾する段を成す。受部は外上方にのび端部は丸

い。底体部はやや深く丸昧をもっと思われる O

手法の特徴はマキアゲ、ミズピキ成形をおこない、底体部外面の回転ヘラ削り調整部は欠

失して不明である。他は回転ナデ調整を施している O 胎土は密てもO.I~4mmの白色砂粒を

含む。焼成は良好・堅織である。

(60)は蓋坪の身で口径10.6cm、器高3.8cm、たちあがり高1.2cm、受部径13.3cm、底体部高

2.6cmを測る。たちあがりは内傾してのび端部は内傾する段を成す。受部はほぼ水平にの

び端部は丸い。底体部はやや浅く丸い。

手法の特徴はマキアゲ、ミズピキ成形をおこない、底体部外面%は回転へラ削り調整で他

は回転ナデ調整を施している。胎土はやや密でO.I~2mmの白色砂粒を含む。焼成良好・堅

織である。

聾(第11図-61)

(61)は警で口径16.5cm、残存高4.0cmを測る。口頭部は外反して上外方にのび、外端面は

-rィ六仁」-2
1正手、戸=[竺Cd二λ
円二が-Jくた えo

hvl 〈〉?よ
第11[翠 中野遺跡遺物実測図・ I

-29-



平面を成す。口頭外面には鈍い凸帯をめぐり、その聞には 7本1条の波状文を施している。

手法の特徴はマキアゲ、ミズビキ成形をおこない、回転ナデ調整を施している。胎土は密

で焼成良好・堅織である。

土師器聾(第11図-62)

聞は口径13.2cm、残存高5.5cmを測る。口縁部は「く」の字に外折し、やや外考ぎみに外

上方に聞く。内外面ともにナデ調整を施している。胴部外屈は縦方向に刷毛目を施してい

るO 胎土は0.1~ 5 mmの白色砂粒を含む。

瓦質聾(第11図-63)

(63)は口径22.4cm、残存高6.2cmを測る。内傾して立ち上がる肩部が大きく外反して口縁

部となる。 体部外面には縦方向のタタキ目を施している。内面はヘラ削りによって器面調

整、口縁部はヨゴナデ調整を施す。胎土は0.1~lmmの長石を含む。

おわりに

中野遺跡の今回の調査はトレンチによる確認調査で、出土するトレンチは第 1トレンチ

と第3トレンチの褐色砂質土層のみであった。しかもこの層位は中世以降の削〉子によって

撹乱されたもので、出土遺物には、古墳時代のものと中世のものが同時に出土した。

中野遺跡第3次発掘調査を実施した大阪瓦斯天然ガス管埋設工事に伴う調査において検出

した大溝は、今回の調査地には全く検出されず西側の水田地に検出される可能性が出てき

たO 又、大溝から出土した古墳時代中期の土師器朱塗査・翠・製塩土器と 咋者に石製紡錘

車・日玉・勾玉等の石製品や馬の下顎が出土していたが、今lil]の調査でこれらの時期に比

定される遺物は全く出土していない。
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